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平成２５年度補助金交付事業
交付額団　体　名事 業 概 要事　業　名

２０４，９８２円

葛立川市災害ボランティ
アネット葛社会福祉法人
立川市社会福祉協議会葛
社会福祉法人幹福祉会

「自助」「共助」の
意識を啓発する「災
害ボランティアリー
ダー」の育成

第Ⅱ期災害ボラン
ティアリーダー養
成講座

５００，０００円
葛けやき台団地自治会葛
けやき台団地自主防災協
議会葛エルロード商店会

講座の開催等を通じ
た、団地と周辺地域を
対象とした見守り・防
災の拠点づくり

見守りと防災の拠
点をつくろう

７０４，９８２円交付額合計

防災倉庫の備蓄品を確認しました

皆で一緒に健康体操

納
入
通
知

納
入
通
知
書
・
決
定
通
知
書

決
定
通
知
書
を

７
月　

日
ま
で
に
郵
送
し
ま

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

１２１２

納
入
通
知

納
入
通
知
書書
・・
決
定
通
知
書

決
定
通
知
書
をを

７７
月月　

日
ま
で
に
郵
送
し
ま

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
すす

１２１２

　

市
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
元
気
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
介
護
予
防
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
の
一
環
と
し
て
、
皆
さ
ん
に

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、「
日
常
生
活
に
お
け

る
健
康
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
方
を
除

く　

歳
以
上
の
方
に
、
調
査
票
を
７

６５

月
上
旬
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。
お

手
元
に
届
い
た
ら
、
質
問
に
回
答
の

上
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
７
月　

日
ま
で
に
ポ
ス
ト

２３

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
８

月
下
旬
に
個
人
結
果
票
と
日
常
生
活

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
書
か
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

　

w
高
齢
福
祉
課
・
内
線
１
４
７
６

ま
す
。
今
回
か
ら
の
参
加
、
今
回
だ

け
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
直
接
会
場
へ
。

　

●
幸
町
地
区　

s
７
月　

日
㈪
午

２２

後
７
時
か
ら
d
こ
ぶ
し
会
館

　

●
錦
町
地
区　

s
７
月　

日
㈫
午

２３

後
７
時
か
ら
d
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ

ー
　

●
砂
川
地
区　

s
７
月　

日
㈬
午

２４

後
７
時
か
ら
d
こ
ん
ぴ
ら
橋
会
館

　

w
防
災
課
・
内
線
２
５
３
５

　

市
は
、
災
害
時
の
地
域
の
防
災
力

向
上
の
た
め
、
防
災
モ
デ
ル
地
区
推

進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
に
か
け

２５

２６

て
は
錦
町
地
区
、
幸
町
地
区
、
砂
川

地
区
の
３
地
区
で
「
地
域
協
働
の
防

災
体
制
づ
く
り
」
と
「
避
難
所
開
設
・

運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
重
点
テ

ー
マ
に
地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
大

き
な
地
図
を
活
用
し
て
、
ま
ち
の
防

災
上
の
強
み
や
弱
み
を
再
確
認
し
、

今
後
の
取
組
課
題
に
つ
い
て
検
討
し

　

市
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
他

団
体
と
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
た
め
に
実
施
す
る
事
業

を
支
援
す
る
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
交
付
事
業
を
公
開

２５

審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、
下
表
の

事
業
に
決
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

市
民
活
動
団
体
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事

業
の
く
わ
し
い
内
容
は
、
協
働
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度 

２４

交
付
事
業
の
取
り
組
み

　

こ
の
制
度
を
使
っ
て
、
平
成　

年
２４

度
に
行
わ
れ
た
事
業
は
全
４
事
業
。

そ
の
事
業
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
報
告
書

を
協
働
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
取

り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座（
左
写
真
）　

市
職
員
を
招

い
て
防
災
倉
庫
や
備
蓄
品
の
使
用
方

法
を
確
認
し
ま
し
た
。
実
施
団
体
は

立
川
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
、

社
会
福
祉
法
人
立
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
社
会
福
祉
法
人
幹
福
祉
会
。
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度度度度度度度度度度
介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険

年
度
介
護
保
険
料料料料料料料料料料料

２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５２５

　

市
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
国
と
と
も
に
介
護
保
険
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

２５

書
・
決
定
通
知
書
を
７
月　

日
ま
で
に
、　

歳
以
上
の
方

１２

６５

（
介
護
保
険
料
第
１
号
被
保
険
者
）
へ
郵
送
し
ま
す
。

 　

立
川
市
の
介
護
保
険
制
度
は
「
立

川
市
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

第
１
号
被
保
険
者

（　

歳
以
上
の
方
）の

６５介護
保
険
料

供
や
介
護
保
険
料
な
ど
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
（　
６５

歳
以
上
の
方
）
の
平
成　

年
度
か
ら

２４

平
成　

年
度
ま
で
の
保
険
料
の
基
準

２６

額
（
月
額
）
は
４
９
６
７
円
で
す
。

保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て　

段
階
に

１１

分
か
れ
て
い
ま
す
（
左
上
表
）。

 　

●
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）　

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
の
受
給
額
が
年
額　

万
円
以

１８

上
（
月
額
１
万
５
千
円
以
上
）
の
方

は
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は
市
が
郵
送

す
る
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

●
普
通
徴
収
（
個
別
に
納
入
）　

▼
老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
の
受
給
額
が
年
額　

万
円

１８

未
満
（
月
額
１
万
５
千
円
未
満
）
の

方
▼
受
給
し
て
い
る
年
金
が
老
齢
福

祉
年
金
の
方
▼
年
度
途
中
で　

歳
に

６５

な
っ
た
方
▼
平
成　

年
４
月
２
日
以

２５

降
に
立
川
市
に
転
入
し
た
方
な
ど
は
、

市
が
郵
送
す
る
介
護
保
険
料
納
入
通

知
書
で
個
別
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
各

連
絡
所
の
ほ
か
、
市
の
指
定
す
る
金

融
機
関
で
納
入
で
き
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
の
納
め
方

 　

介
護
保
険
制
度
は
加
入
者
が
互
い

に
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
運
営
す
る
、

相
互
扶
助
制
度
で
す
。
保
険
料
の
納

期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

●
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

普
通
徴
収
の
保
険
料
の
納
付
に
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
申
し
込
み
は
▼
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
▼
預
貯
金
通
帳
▼
通
帳

に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
持
っ
て
、

指
定
金
融
機
関
窓
口
へ
。

　

※
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
一
時
的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
徴
収
の
猶
予

や
減
免
、
免
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
申
し
込
み
や
更

新
の
際
、
非
課
税
証
明
書
の
代
わ
り

と
し
て
、
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

書
、
決
定
通
知
書
を
使
用
で
き
ま
す
。

納
期
内
納
付
に

ご
協
力
を

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
購

入
に
も
ご
利
用
く
だ

さ
い

所得別の保険料
介護保険料額（年額）
平成２４年度～２６年度

区　　　　　分
年　額料率所得

段階

２５，０００円０．４２１生活保護者など

２５，０００円０．４２２世帯全員が住民税非課税で本人の年
金収入等が８０万円以下等

３５，７００円０．６０特例
３

世帯全員が住民税非課税で本人の年
金収入等が８０万円超１２０万円以下等

３９，３００円０．６６３世帯全員が住民税非課税で本人の年
金収入等が１２０万円超等

４９，４００円０．８３特例
４

本人が住民税非課税で年金収入等が
８０万円以下等（世帯に課税者がいる）

５９，６００円１．００４本人が住民税非課税で年金収入等が
８０万円超等（世帯に課税者がいる）

６６，７００円１．１２５本人が住民税課税で合計所得金額が
１２５万円未満等

７４，５００円１．２５６本人が住民税課税で合計所得金額が
１２５万円以上１９０万円未満等

８９，４００円１．５０７本人が住民税課税で合計所得金額が
１９０万円以上４００万円未満等

１０４，３００円１．７５８本人が住民税課税で合計所得金額が
４００万円以上６００万円未満等

１１９，２００円２．００９本人が住民税課税で合計所得金額が
６００万円以上８００万円未満等

１２６，３００円２．１２１０本人が住民税課税で合計所得金額が
８００万円以上１，０００万円未満等

１３４，１００円２．２５１１本人が住民税課税で合計所得金額が
１，０００万円以上

平平
成成　

年
度
補
助
金
交

年
度
補
助
金
交
付付

２５２５

事
業
が
決
ま
り
ま
し

事
業
が
決
ま
り
ま
し
たた

　

●
見
守
り
と
防
災
の
拠
点
を
つ
く

ろ
う
（
左
写
真
）　

健
康
体
操
に
よ

り
健
康
増
進
を
図
り
ま
し
た
。
実
施

団
体
は
け
や
き
台
団
地
自
治
会
、
け

や
き
台
団
地
自
主
防
災
協
議
会
、
エ

ル
ロ
ー
ド
商
店
会
。

　

w
協
働
推
進
課
協
働
推
進
係
・
内

線
２
６
２
７

防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災
モモモモモモモモモモ
デデデデデデデデデデ
ルルルルルルルルルル
地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区
推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業

防
災
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業
ををををををををををを

実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施
しししししししししし
てててててててててて
いいいいいいいいいい
まままままままままま

実
施
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすす

日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
調
査

日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
調
査
をを

実
施
し
て
い
ま

実
施
し
て
い
ま
すす

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業業

　

w
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課

介
護
保
険
料
係
・
内
線
１
４
４
６
、

シ
ル
バ
ー
パ
ス
＝
㈳
東
京
バ
ス
協

会
緯
０
３（
５
３
０
８
）６
９
５
０



広報55 立川市役所（〒１９０－８６６６）立川市泉町１１５６－９　　（５２３）２１１１（代表）

７
月　

日
土
、
花
火
大
会
当
日
〔
荒
天
の
場
合
は
翌　

日
日
〕
の
午
前
８
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
市
役
所
敷
地
と
庁
舎
北
側
広
場
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
〔
総
務
課
〕

２７

２８

　･･･対象　　･･･日時　　･･･場所　　･･･講師　　･･･費用　　･･･保育　　･･･定員　　･･･持ち物　　･･･申し込み　　･･･問い合わせ　凡例 定時 場 師 費 持保対 申 問

　

自
己
負
担
額
の
縮
減
が
見
込
ま
れ

る
被
保
険
者
の
方
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を

郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
に
は
、
平
成　

年
２５

４
月
に
処
方
さ
れ
た
薬
（
新
薬
）
の

名
称
・
用
量
・
自
己
負
担
相
当
額
と

そ
の
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
の
縮

減
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
数

量
シ
ェ
ア
を
平
成　

年
３
月
末
ま
で

３０

に　

％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
と

６０
し
て
お
り
、
平
成　

年
２
月
時
点
で

２５

の
本
市
国
民
健
康
保
険
の
数
量
シ
ェ

ア
は
、　

・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４４

今
後
も
「
お
知
ら
せ
」
に
よ
る
ご
案

内
や
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新
時
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
シ
ー
ル
の
配
布

な
ど
を
通
じ
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
促
進
を
進
め
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
ご
理

解
と
積
極
的
な
利
用
が
、
増
え
続
け

る
医
療
費
抑
制
の
一
助
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は　

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
有
効
成
分

や
そ
の
含
有
量
は
同
じ
で
、
効
き
目

や
品
質
、
安
全
性
が
同
等
と
国
の
承

認
を
受
け
た
医
薬
品
で
、
新
薬
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る

た
め
、
一
般
的
に
安
価
で
す
。

　

w
保
険
年
金
課
医
療
費
適
正
化
担

当
・
内
線
１
３
９
９

　

口
座
振
替
や
年
金
か
ら
の
天
引
き

な
ど
の
方
を
除
き
、
納
入
通
知
書
に

納
付
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
納
付
場
所
は
納
付
書
裏

面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
モ
バ
イ
ル

バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
、
携
帯
電
話

か
ら
「
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
」
で
支
払
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
納

入
通
知
書
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

●
口
座
振
替
の
ご
利
用
を　

保
険

料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
指
定
の
口
座
か
ら
納
期
ご
と
に

保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
納

め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
確

定
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
額
も
通

帳
で
確
認
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
、
納
入
通
知
書
同
封
の
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

通
帳
の
届
け
出
印
を
捺
印
の
上
、
郵

送
す
る
か
、
市
指
定
の
金
融
機
関
へ

納
入
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳

の
届
け
出
印
を
持
っ
て
、
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。
ま
た
、保
険
年
金
課（
市

役
所
１
階
）
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）

で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ

た
口
座
振
替
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

 　

平
成　

年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

２５

険
料
の
納
入
通
知
書
と
特
別
徴
収
額

決
定
通
知
書
を
、
被
保
険
者
（　

歳
７５

以
上
の
方
と　

歳
以
上
の
一
定
の
障

６５

害
の
あ
る
方
）
宛
て
に
郵
送
し
ま
し

た
。
保
険
料
の
額
の
ほ
か
、
納
付
方

法
や
納
期
限
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
険
料
率
と
賦
課
限
度

額
は
昨
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

w
保
険
年
金
課
賦
課
係
・
内
線
１

４
０
６

 　

現
在
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
高
齢

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成　
２５

年
７
月　

日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら

３１

使
用
で
き
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料料

高
齢
受
給
者
証（
国
民
健

康
保
険
）を
郵
送

 　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
料
の

２５

納
入
通
知
書
を
、
世
帯
主
宛
て
（
世

帯
員
の
み
が
加
入
し
て
い
る
場
合
も

同
様
）
に
郵
送
し
ま
し
た
。
保
険
料

の
額
の
ほ
か
、
納
付
方
法
や
納
期
限

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

今
年
度
は「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

と
「
介
護
納
付
金
分
」
の
保
険
料
率

の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

収
入
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
を

　

世
帯
主
を
含
め
た
加
入
者
の
総
所

得
金
額
等
の
合
計
が
一
定
の
基
準
以

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
料料

下
の
場
合
に
は
、
保
険
料
の
一
部
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
収
入
・
所
得
が
な

か
っ
た
方
も
、
課
税
課
ま
た
は
保
険

年
金
課
（
い
ず
れ
も
市
役
所
１
階
）

で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
方
は

　

被
災
や
収
入
の
著
し
い
減
少
で
あ

ら
ゆ
る
資
産
を
活
用
し
て
も
納
付
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
納
期

限
７
日
前
ま
で
の
申
請
で
、
保
険
料

の
一
定
期
間
の
納
付
猶
予
や
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

w
保
険
年
金
課
賦
課
係
・
内
線
１

４
１
６

　
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
」
の
平
成　

年
度
（
７
月
～

２５

平
成　

年
６
月
）
の
申
請
を
７
月
か

２６

ら
受
け
付
け
ま
す
。
７
月
中
は
平
成

　

年
度
の
免
除
申
請
も
受
け
付
け
て

２４い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
に
、本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。
希
望
す
る
方
は
、
年
金
手
帳
、

印
鑑
を
持
参
の
上
、保
険
年
金
課（
市

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
るる

お
知
ら
せ
」を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

お
知
ら
せ
」を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
すす

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
通
知
書
、
後
期
高
齢

２５

者
医
療
保
険
料
の
納
入
通
知
書
と
特
別
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
７

月
８
日
に
郵
送
し
ま
し
た
。
納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
併
せ
て
制
度
上
の
手
続
き
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
切
れ
た
古
い
高
齢
受
給
者
証
は
裁

断
の
上
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の

自
己
負
担
割
合
は
、
平
成　

年
中
の

２４

所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

今
ま
で
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

w
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内

線
１
４
０
１

 　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
医
療

機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額
（
一
部
負
担
金
）
に
は
、
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

災
害
、
病
気
、
け
が
、
失
業
そ
の
他

特
別
な
事
情
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
資

産
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
時
的
に
生
活
が
困
窮
し
、
医

療
機
関
等
で
の
支
払
い
が
困
難
と
認

め
ら
れ
た
場
合
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
に
自
己
負
担
額
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
支
払
い
が
困
難
な
方
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

w
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内

線
１
４
０
０

自
己
負
担
額
の
減
免
制
度

と
徴
収
猶
予

 　

退
職
後
、
任
意
継
続
し
て
い
る
健

康
保
険
を
脱
退
す
る
方
で
、
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
に
は
①
社
会
保
険
資

格
喪
失
証
明
書
②
印
鑑
③
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
付
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
（
③
は
お
持

ち
の
方
の
み
）
を
持
っ
て
、
保
険
年

金
課
（
市
役
所
１
階
）
か
窓
口
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
１
階
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、　

歳
未
満
の
方
で
厚
生
年

６５

金
や
共
済
年
金
等
の
被
用
者
年
金
に

　

年
以
上（　

歳
以
降
は　

年
以
上
）

２０

４０

１０

加
入
し
、
年
金
受
給
権
の
あ
る
方
は
、

国
民
健
康
保
険「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
①
～
③
の
ほ
か
に

年
金
証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

w
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内

線
１
４
０
１

任
意
継
続
の
健
康
保
険
を

脱
退
す
る
方
へ

d
d

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
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手すりにつかまらずにいる
と、転倒・転落の原因とな
ります。

幼児はバランスを崩しやす
いため、幼児だけで乗ると
転倒などの事故の恐れがあ
ります。

すき間に物が挟まると緊急
停止するため転倒すること
があるほか、履物とともに
足が引き込まれてけがをす
る恐れがあり大変危険です。

エスカレーターをかけ登っ
たり、かけ降りたりすると
衝撃で故障の原因となり大
変危険です。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ

正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
は
、
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
南
北
の
デ
ッ

キ
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る

と
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
紹

介
す
る
注
意
点
を
確
認
し
、
正
し
く

安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。　

　

な
お
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
は
利

用
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。

　

w
南
口
デ
ッ
キ
＝
区
画
整
理
課
工

事
係
・
内
線
２
３
１
８
、北
口
デ
ッ
キ

＝
道
路
課
施
設
係
・
内
線
２
３
９
６

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
をを

正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ

正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
いい
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デ
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く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

●
自
宅
に
収
納
推
進
員
が
伺
い
ま

す　

国
民
健
康
保
険
料
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
た
り
、
納
め
忘
れ

た
保
険
料
や
そ
の
ほ
か
必
要
な
手
続

き
を
お
知
ら
せ
し
た
り
す
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
等
保
険
料
収
納
推
進

員
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
曜
・
日
曜
日
や
平
日

の
夜
間
に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
推
進
員
は
、
市
が
発
行
し
た

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

　

w
保
険
年
金
課
収
納
係
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役
所
１
階
）
ま
た
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
１

階
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

離
職
し
た
方
に
は
「
特
例
免
除
」

も
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
離

職
日
が
平
成　

年
３
月　

日
以
降
の

２４

３１

方
で
、
失
業
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票
等
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
１
月
２
日
以
降

２５

に
転
入
し
た
方
は
平
成　

年
１
月
１

２５

日
に
お
住
ま
い
の
住
所
地
発
行
の
所

得
の
分
か
る
証
明
（
課
税
証
明
書
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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